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本論文は 5 章からなっており、「第 1 章」、「第 2 章」および「第 3 章」は寒天ゲルお
よび、とろみ調整食品を用いたゾルによるゾル‐ゲル混合系モデル食品について、「第
4 章」は摂食過程におけるゾルの変化について、「第 5 章」は大根を用いたきざみ食品
について論じている。 
これらを詳細にみると、 
「第 1 章」では、ゾル‐ゲルの混合系モデル食品におけるゲルの大きさが食べやすさ
に与える影響について検討し、食べやすさにとってはゲルの大きさよりも混合系全体の
テクスチャー特性がより重要であることを明らかにしている。 
「第 2 章」では、ゾル‐ゲルの混合系モデル食品におけるゲルあるいはゾルの力学的
特性が食べやすさに与える影響について検討し、分散質であるゲルの特性が食べやすさ
へ与える影響は、分散媒であるゾルの粘度によって異なることを明らかにした。また、
組合せるゾルとゲルの力学的特性の重要性についても明らかにし、第 1 章と同様にゾル
とゲルの組合せの重要性を支持している。 
「第 3 章」では、ゾル‐ゲルの混合系モデル食品における分散媒のゾルが食べやすさ
に与える影響について検討し、ゾルの降伏応力が高く、流動性指数が低値である混合系
モデル食品はまとまりやすく、飲み込みやすい傾向を示すため、用いるゾルの種類の重
要性を明らかにしている。 
「第 4 章」では、ゾルの摂食過程における特性の変化について検討し、でん粉系ゾル
の摂食過程における変化が著しく大きいことを見出し、混合系食品においては、摂食過
程でテクスチャーが変化することを考慮した介護食品の設計が重要であることを指摘
している。 
「第 5 章」では、病院や高齢者施設で実際に提供されている「きざみ食」に着目し、
大根ととろみあんの混合系食品における大根の硬さと、とろみあんの混合割合について
検討した。その結果、とろみあんはまとまりやすさを改善するが、あんの量が多すぎる
とべたつき感が増して、食べにくくなることを指摘し、あんの混合割合の重要性を明ら
かとしている。 
本研究は咀嚼・嚥下機能が低下した人に対するゾル‐ゲル混合系介護食品の食べやす
さについての基礎的研究であり、分散質であるゲルの大きさよりも、分散媒であるゾル
との組合せ、すなわち、ゾルの種類や混合割合あるいはゾルの力学的特性が重要である
ことを明らかにした。あわせて、摂食過程で変化するゾルに対しては、介護食品の設計
段階でその点を考慮することが重要であることも指摘している。 
 
以上、本研究は現代社会が直面している超高齢社会にとって大変有用な内容であり、
咀嚼・嚥下機能が低下した人に対する介護食品について、調理科学領域の基礎的な研究
手法を用い、新しい知見を示しただけでなく、実際の高齢社会に役立つ内容であること
を評価したい。 
審査員一同は、本研究論文が博士の学位を授与するのに十分な内容であり、かつ申請
者が博士の学位を授与するのに十分な知識を有していると判断した。 
